
＊第3刷発行に際して，第2刷より下記を修正いたします。

修正箇所 修正内容

修正前：以上のようなサル（猿人）からヒト（原人）への転換については，
食物が深くかかわっている。

修正後：以上のような進化については，食物が深くかわっているともいわれ

ている１）。

修正前：食物の種類だけでなく，食物の加熱という調理操作がその後の人類
の進化に及ぼした影響は計り知れないものがあり，以来人類は基本的に火
が欠かせない動物になった。

修正後：もしそうであれば，食物の種類だけでなく，食物の加熱という調理
操作がその後の人類の進化に及ぼした影響は計り知れないということにな
る。

修正前：およそ20万年前にアフリカで誕生し，

修正後：およそ20万年前にアフリカで誕生しており，

35頁

下記文章追加

3)食料と人口
  6万年前に祖先がアフリカから各地域に拡散したころの人口は25万人ほど
であったが，農耕牧畜開始時には500万人，西暦元年が3億人，1650年5億
人，1950年25億人，2000年61億人，2011年には70億人に達した。近年の異
常な人口増加を人口爆発と呼ぶ。世界の出生率は年々低下しており，この
人口爆発は食料供給に伴う死亡率の低下によってもたらされたところに大
きなジレンマがある。人類の歴史は食料獲得の歴史であり，そのために森
を破壊し多くの生物種を絶やしてきた。巨大な人口を養うために今も森を
切り開いて農地を増やし，大河や地下水の枯渇化が進み，地球環境破壊は
深刻の度を増している。これに加えて人類の食物消費傾向は大量の飼料穀
物の消費を伴う肉食化に向かっており，21世紀は食料戦争・水戦争の時代
ともいわれる。現在，食料の多くを海外に依存する日本の食生活のあり方
を問い直すことが必要であろう。

修正前：参考文献番号　1）

修正後：参考文献番号　2）

修正前：参考文献番号　2）

修正後：参考文献番号　3）

修正前：参考文献番号　3）

修正後：参考文献番号　4）

修正前：参考文献番号　4）

修正後：参考文献番号　5）

修正前：参考文献番号　5）

修正後：参考文献番号　6）

『四訂　フードスペシャリスト論〔第7版〕』補遺

28頁
12行目～13行目

28頁
下から10行目

28頁
下から5行目

33頁下から1行目
34頁1～3行目まで

削除

36頁
下から8行目

42頁
下から10行目

42頁
下から5行目

43頁13行目

44頁2行目
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修正前：参考文献番号　6）

修正後：参考文献番号　7）

44頁文献

文献新しく追加：
1）Richard Wrangham Catching Fire:How Cooking Made Us Human Basic
Books 2010

それに伴い，文献番号以下の通り
１）→２），　２）→３），　３）→４），　４）→５），　５）→６），　６）→７）

146頁図7-8 別紙差し替え

148頁図7-9 別紙差し替え

修正前：熱量は5kcal

修正後：熱量は5kcal未満

修正前：炭水化物（糖質，糖類）は0.5g

修正後：炭水化物（糖質，糖類）は0.5g未満

修正前：
そもそも，経営者が，消費者重視や～

修正後：
そもそも，経営者がコンプライアンス（企業の法令遵守）の維持に努め，消
費者重視や～

146頁
図7-8
右図に差し替え

44頁11行目

156頁16行目

156頁17行目

176頁
10行目
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